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気象レーダによる火山噴火監視の可能性－ 2011年1月～3月の霧島新燃岳の噴火事
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Potential Ability of Weather Radar for Volcanic Ash Detection
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2011年 1月～3月の間に起きた霧島新燃岳の顕著な噴火事例計 27事例について，国土交通省河川局の国見山Cバンド
レーダおよび釈迦岳 Cバンドレーダのデータを収集し，噴煙検出期間，最大反射強度，積算反射強度，反射因子差を求
めた。解析結果から，気象レーダは顕著な火山噴火現象の監視に有効であることが確かめられた。1月 26日-27日の噴
火事例のレーダデータと地上の降灰分布の実測値の比較から「反射強度-降灰量」関係式を提案した。一方，次のような
ケースではレーダは噴火を検出できなかった。噴出粒子が小さくレーダの検出可能な反射強度以下の場合，噴火が小規
模で噴煙高度がレーダビーム観測高度以下の場合，噴煙粒子が降水粒子と混在する降雨時の場合などである。偏波レー
ダパラメータの一つである反射因子差は，火口付近では空間的にも時間的にもランダムに変動したが，風下側では有意
な傾向が見られた。偏波レーダは降水と噴煙を区別できる可能性があり，噴火時の他の偏波パラメータと検証用データ
の取得および火山灰の散乱特性の理解は今後の課題である。
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